
(57)【要約】

　腔内超音波腔内プローブは、体内から容積領域を走査

するために振動する、旋回的に取り付けられた配列送受

波器を含む。送受波器は、プローブハンドル内に位置す

るモータによって振動される。配列送受波器は、送受波

器の素子と本体との間の超音波エネルギーを音響的に結

合する液体内に浸漬される。音響カップリング液体は、

プローブシャフトの遠位端に配置され、そこでは６ｃｃ

の液体だけが必要とされる。少量の液体はプローブのシ

ャフトの重量を削減するので、プローブの重心はハンド

ル内にあり、プローブの操作を容易且つ快適にする。プ

ローブ内の大部分の部分は、アルミニウム又は他の低密

度材料から成り、プローブの全体的な重量を約２５０グ

ラムに維持する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 内 か ら 容 積 領 域 を 走 査 す る た め の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 当 該 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ の 使 用 中 に 把 持 さ れ る べ き ハ ン ド ル 区 画 と 、
　 当 該 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ の 使 用 中 に 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る べ き 遠 心 端 を 有 す る シ ャ フ ト 区
画 と 、
　 該 シ ャ フ ト 区 画 の 前 記 遠 心 端 内 に 位 置 す る 旋 回 的 に 取 り 付 け ら れ た 配 列 送 受 波 器 と 、
　 前 記 ハ ン ド ル 区 画 内 に 位 置 す る モ ー タ と 、
　 該 モ ー タ 及 び 前 記 配 列 送 受 波 器 に 結 合 さ れ た 駆 動 機 構 と 、
　 前 記 シ ャ フ ト 区 画 の 前 記 遠 心 端 内 に 位 置 す る 液 体 槽 と を 含 み 、
　 前 記 駆 動 機 構 は 、 走 査 中 に 前 記 配 列 送 受 波 器 を 移 動 す る よ う 作 用 し 、
　 前 記 液 体 槽 の 一 部 は 、 走 査 中 、 前 記 配 列 送 受 波 器 と 前 記 シ ャ フ ト 区 画 の 前 記 遠 心 端 と の
間 に 位 置 し 、
　 当 該 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ の 重 心 は 、 前 記 ハ ン ド ル 区 画 内 に 位 置 す る 、
　 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ ャ フ ト 区 画 の 前 記 遠 心 端 に 位 置 す る 送 受 波 器 取 付 組 立 体 を さ ら に 含 み 、 前 記 配 列
送 受 波 器 は 、 前 記 送 受 波 器 取 付 組 立 体 に 旋 回 的 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 液 体 槽 は 、 前 記 送 受
波 器 取 付 組 立 体 内 に 位 置 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 送 受 波 器 取 付 組 立 体 は 、 前 記 シ ャ フ ト 区 画 の 前 記 遠 心 端 の ３ イ ン チ 内 に 近 位 終 端 を
有 し 、 前 記 液 体 槽 の ７ ５ ％ が 前 記 送 受 波 器 取 付 組 立 体 内 に 収 容 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の
超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 送 受 波 器 取 付 組 立 体 は 、 前 記 シ ャ フ ト 区 画 の 前 記 遠 心 端 の １ ． ５ イ ン チ 内 に 近 位 終
端 を 有 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 液 体 槽 の ９ ０ ％ が 、 前 記 送 受 波 器 取 付 組 立 体 内 に 収 容 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 超
音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 液 体 槽 は 、 ２ ５ ｃ ｃ 未 満 の 容 積 の 液 体 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ
ー ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 液 体 槽 は 、 １ ０ ｃ ｃ 未 満 の 容 積 の 液 体 を 有 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ
ー ブ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 液 体 槽 は 、 ほ ぼ ６ ｃ ｃ の 容 積 の 液 体 を 有 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー
ブ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 液 体 槽 の ９ ０ ％ は 、 前 記 シ ャ フ ト 区 画 の 長 さ の 最 遠 位 ２ ５ ％ 内 に 位 置 す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 液 体 槽 は 、 液 体 の １ ０ ｃ ｃ 未 満 の 容 積 を 有 す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ
ー ブ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 主 要 本 体 を 有 し 、 且 つ 、 前 記 シ ャ フ ト 区 画 の 前 記 遠 心 端 に 位 置 す る 送 受 波 器 取 付 組 立 体
を さ ら に 含 み 、 前 記 配 列 送 受 波 器 は 、 前 記 送 受 波 器 取 付 組 立 体 に 旋 回 的 に 取 り 付 け ら れ 、
前 記 送 受 波 器 取 付 組 立 体 の 前 記 主 要 本 体 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 よ り も 軽 い 材 料 で 形 成 さ れ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 配 列 送 受 波 器 は 、 送 受 波 器 ク レ ー ド ル に よ っ て 、 前 記 送 受 波 器 取 付 組 立 体 に 旋 回 的
に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 送 受 波 器 ク レ ー ド ル は 、 ス テ ン レ ス 鋼 よ り も 軽 い 材 料 か ら 成 る 、 請
求 項 １ １ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 送 受 波 器 ク レ ー ド ル は 、 さ も な け れ ば 液 体 に よ っ て 占 め ら れ る で あ ろ う 前 記 送 受 波
器 取 付 組 立 体 内 の 容 積 を 置 換 す る 前 記 配 列 送 受 波 器 の 後 方 に 位 置 す る 中 実 本 体 を 含 む 、 請
求 項 １ ２ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 液 体 槽 を よ り 容 易 に 通 過 す る よ う 、 前 記 送 受 波 器 ク レ ー ド ル は テ ー パ 付 き で あ る 、
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 送 受 波 器 取 付 組 立 体 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 か ら 成 る 摩 耗 面 を 含 む 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の
超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 摩 耗 面 は 、 前 記 駆 動 機 構 の 一 部 で あ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 当 該 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ の 重 量 は 、 ４ ０ ０ グ ラ ム 未 満 で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 超 音
波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 当 該 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ の 重 量 は 、 ３ ０ ０ グ ラ ム 未 満 で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 超 音
波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 当 該 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ の 重 量 は 、 ほ ぼ ２ ５ ０ グ ラ ム で あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 超 音
波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 ス テ ン レ ス 鋼 の 密 度 と 少 な く と も 等 し い 材 料 か ら 成 る 前 記 シ ャ フ ト の 唯 一 の 構 成 部 分 は
、 前 記 駆 動 機 構 の 構 成 部 分 で あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 超 音 波 腔 内 プ ロ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 医 療 診 断 撮 像 シ ス テ ム に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 超 音 波 診 断 撮 像 シ ス テ ム の た め
の 三 次 元 撮 像 の た め の 腔 内 プ ロ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 腔 内 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 体 内 か ら 体 を 撮 像 す る た め に 長 年 に 亘 っ て 用 い ら れ て い る 。 体
内 か ら 撮 像 す る こ と に よ っ て 、 介 在 組 織 及 び 身 体 構 造 を 通 じ て 超 音 波 を 発 信 せ ず に 内 蔵 を
よ り 直 接 的 に 撮 像 し 得 る 。 例 え ば 、 経 食 道 プ ロ ー ブ は 、 食 道 又 は 胃 か ら 心 臓 及 び 腹 部 器 官
を 撮 像 し 、 肋 骨 を 通 じ て 或 い は 肋 骨 の 周 り か ら 超 音 波 を 送 受 信 す る 必 要 を 回 避 し 得 る 。 本
発 明 は 、 頸 部 、 子 宮 、 又 は 、 前 立 腺 を 撮 像 す る た め に 、 膣 内 に 挿 入 さ れ る 腔 内 プ ロ ー ブ （
Ｉ Ｖ Ｔ プ ロ ー ブ ） 又 は 直 腸 内 に 挿 入 さ れ る 腔 内 プ ロ ー ブ （ Ｉ Ｃ Ｔ プ ロ ー ブ ） に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 Ｉ Ｖ Ｔ プ ロ ー ブ 及 び Ｉ Ｃ Ｔ プ ロ ー ブ は 、 体 内 か ら 二 次 元 画 像 領 域 を 走 査 し た 。 こ
れ は 、 体 の セ ク タ 形 状 領 域 を 走 査 す る 、 配 列 送 受 波 器 又 は 振 動 す る 単 結 晶 送 受 波 器 を 用 い
て 行 わ れ 得 る 。 配 列 送 受 波 器 の 構 成 素 子 を プ ロ ー ブ の 遠 心 端 領 域 の 全 周 で 湾 曲 さ せ る こ と
に よ っ て 、 １ ８ ０ ° に 近 似 す る セ ク タ を 走 査 し 得 る 。 典 型 的 な Ｉ Ｖ Ｔ 腔 内 プ ロ ー ブ １ ０ が
図 １ に 示 さ れ て い る 。 こ の プ ロ ー ブ は 約 ６ ． ６ イ ン チ （ １ ６ ． ７ セ ン チ メ ー ト ル ） の 長 さ
及 び １ イ ン チ の 直 径 の シ ャ フ ト 部 分 １ ２ を 含 み 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 。 超 音 波 送 受 波 器 は
、 シ ャ フ ト の 遠 位 端 １ ４ 内 に 配 置 さ れ る 。 プ ロ ー ブ は 、 使 用 中 、 ハ ン ド ル １ ６ に よ っ て 把
持 さ れ 且 つ 操 作 さ れ る 。 ハ ン ド ル の 端 部 に は 、 約 ３ ～ ７ フ ィ ー ト 延 在 し 且 つ プ ロ ー ブ を 超
音 波 シ ス テ ム に 結 合 す る コ ネ ク タ ２ ２ で 終 端 す る ケ ー ブ ル ２ ０ の た め の ひ ず み 解 放 １ ８ が
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あ る 。 典 型 的 な Ｉ Ｖ Ｔ プ ロ ー ブ は 、 シ ャ フ ト 及 び ハ ン ド ル を 有 し 、 ケ ー ブ ル ２ ０ 及 び コ ネ
ク タ ２ ２ を 含 め て １ ２ イ ン チ の 長 さ 及 び 約 ４ ８ オ ン ス （ １ ５ ０ グ ラ ム ） の 重 量 を 有 し 得 る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 、 三 次 元 （ ３ Ｄ ） 撮 像 能 力 を 備 え る 超 音 波 シ ス テ ム が 導 入 さ れ 、 腔 内 プ ロ ー ブ は ３
Ｄ 撮 像 を 遂 行 す る よ う 設 計 さ れ て い る 。 一 般 的 に は 、 こ れ は 遠 位 端 内 に 静 的 に 取 り 付 け ら
れ る 配 列 送 受 波 器 を 仰 角 方 向 に 急 速 に 振 動 し 得 る 配 列 送 受 波 器 と 置 換 す る こ と に よ っ て 行
わ れ る 。 こ の 振 動 は 容 積 領 域 を 通 じ て 走 査 さ れ る 画 像 平 面 を 掃 引 し 、 三 次 元 画 像 に さ れ 得
る 複 数 の 隣 接 す る 平 面 画 像 を 獲 得 す る 。 し か し な が ら 、 以 前 の 振 動 単 結 晶 又 は 環 状 配 列 送
受 波 器 を 用 い た 場 合 の よ う に 、 ３ Ｄ プ ロ ー ブ の 振 動 す る 配 列 送 受 波 器 は 、 流 体 内 に 収 容 さ
れ な け れ ば な ら ず 、 配 列 送 受 波 器 は 流 体 を 通 じ て 振 動 す る こ と が で き 、 そ れ は 超 音 波 を 極
め て 伝 達 可 能 で あ る 。 一 般 的 に 、 こ の 流 体 は 、 鉱 油 の よ う な 水 又 は 油 基 の 溶 液 で あ る 。 漏
出 の 場 合 に 患 者 の 組 織 を 損 傷 或 い は 刺 激 し な い よ う 、 流 体 は 生 体 適 合 性 を 有 す る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の 機 械 的 に 振 動 す る ３ Ｄ 配 列 プ ロ ー ブ は 、 一 般 的 に 、 プ ロ ー ブ の 本 体 内 の 振 動 駆
動 の た め の モ ー タ を 収 容 し 、 そ れ に よ っ て 、 そ れ を 患 者 の 体 の 外 部 に 保 つ 。 こ の モ ー タ の
場 所 は 、 プ ロ ー ブ の シ ャ フ ト 及 び 遠 位 端 の 殆 ど 又 は 全 て を 通 じ て 延 在 す る 、 振 動 機 構 及 び
送 受 波 器 の た め の 流 体 区 画 を 指 令 す る 。 流 体 は 、 プ ロ ー ブ の シ ャ フ ト 内 に 位 置 す る プ ロ ー
ブ の 重 量 の 大 部 分 を 構 成 し 、 プ ロ ー ブ の 重 心 を プ ロ ー ブ の シ ャ フ ト 内 で ハ ン ド ル の 前 方 に
す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ３ Ｄ 腔 内 プ ロ ー ブ が 診 断 手 続 き 中 に 容 易 に 操 作 さ れ る よ う 、 プ ロ ー ブ の 前 方 重 量 及 び 均
衡 を 減 少 す る こ と が 望 ま し い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 原 理 に よ れ ば 、 ３ Ｄ 腔 内 プ ロ ー ブ は 、 容 積 領 域 を 走 査 す る よ う 掃 引 さ れ る 遠 位
端 に 配 列 送 受 波 器 を 含 む 。 配 列 送 受 波 器 は 、 プ ロ ー ブ の ハ ン ド ル 内 に 位 置 す る モ ー タ に よ
っ て 掃 引 さ れ る 。 配 列 送 受 波 器 は 、 プ ロ ー ブ の 遠 位 端 に 位 置 す る 流 体 室 内 に 収 容 さ れ 、 １
０ ｃ ｃ 未 満 の 流 体 を 必 要 と す る 。 そ の 結 果 、 シ ャ フ ト 及 び ハ ン ド ル の 重 心 は 、 シ ャ フ ト 内
で は な く 、 ハ ン ド ル 内 に 位 置 し 、 使 用 中 、 プ ロ ー ブ の 把 持 及 び 操 作 を よ り 容 易 且 つ よ り 快
適 に す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 特 徴 に よ れ ば 、 配 列 送 受 波 器 は 、 低 質 量 材 料 か ら 成 る 配 列 取 付 部 に 取
り 付 け ら れ 、 さ も な け れ ば 流 体 に よ っ て 占 め ら れ る で あ ろ う 室 内 の 空 間 を 置 換 し 、 そ れ に
よ っ て 、 室 の 流 体 容 積 を 削 減 す る 。 シ ャ フ ト 及 び シ ャ フ ト 構 成 部 材 も 、 配 列 駆 動 機 構 の 重
要 な 摩 擦 面 を 除 き 、 プ ラ ス チ ッ ク 又 は ア ル ミ ニ ウ ム の よ う な 低 質 量 材 料 か ら 成 る 。 従 っ て
、 プ ロ ー ブ の 重 量 は 、 従 来 技 術 の ３ Ｄ 腔 内 プ ロ ー ブ の 重 量 の ３ 分 の ２ 未 満 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ を 今 や 参 照 す る と 、 本 発 明 の 腔 内 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ ０ が 示 さ れ て い る 。 プ ロ ー ブ ３
０ は 、 使 用 者 が 使 用 中 に 操 作 の た め に ハ ン ド ル を 把 持 す る ハ ン ド ル 区 画 ３ ６ を 含 む 。 ハ ン
ド ル の 後 部 に は 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル （ 図 示 せ ず ） の た め の ひ ず み 解 放 １ ８ が あ る 。 ハ ン ド
ル ３ ６ の 前 方 端 か ら 延 在 す る の は 、 プ ロ ー ブ の シ ャ フ ト ３ ２ で あ り 、 シ ャ フ ト は 遠 心 端 に
あ る ド ー ム 形 状 の 音 響 窓 ３ ４ で 終 端 し 、 撮 像 中 、 超 音 波 は 音 響 窓 を 通 じ て 送 受 波 さ れ る 。
シ ャ フ ト の 遠 心 端 内 に 収 容 さ れ る の は 、 送 受 波 器 取 付 組 立 体 ４ ０ で あ り 、 そ れ は 図 ３ の シ
ャ フ ト の 断 面 図 及 び 図 ４ の 取 り 外 さ れ た 図 面 中 に も 示 さ れ て い る 。 凸 状 に 湾 曲 し た 配 列 送
受 波 器 ４ ６ が 、 送 受 波 器 取 付 組 立 体 ４ ０ の 遠 心 端 で 、 送 受 波 器 ク レ ー ド ル ４ ８ に 取 り 付 け
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ら れ れ て い る 。 送 受 波 器 ク レ ー ド ル ４ ８ は 、 そ の 旋 回 軸 ４ ９ に よ っ て 、 プ ロ ー ブ の 遠 心 端
で 前 後 に 揺 動 さ れ る よ う 旋 回 的 に 取 り 付 け ら れ 、 そ れ に よ っ て 、 プ ロ ー ブ の 前 の 容 積 領 域
を 通 じ て 画 像 平 面 を 掃 引 す る 。 送 受 波 器 ク レ ー ド ル ４ ８ は 、 ハ ン ド ル ３ ６ 内 の モ ー タ 及 び
位 置 セ ン サ ６ ０ か ら 送 受 波 器 取 付 組 立 体 ４ ０ に 延 在 す る 、 振 動 す る 駆 動 シ ャ フ ト ５ ０ に よ
っ て 揺 動 さ れ る 。 駆 動 シ ャ フ ト ５ ０ は 、 移 動 す る 駆 動 シ ャ フ ト を 、 導 電 体 及 び 送 受 波 器 取
付 組 立 体 ４ ０ 近 傍 で シ ャ フ ト 内 に 位 置 す る 容 積 補 償 バ ル ー ン ４ ４ か ら 絶 縁 す る シ ャ フ ト 内
の 絶 縁 管 ５ ２ を 通 じ て 延 在 し て い る 。 駆 動 シ ャ フ ト ５ ０ は 、 ２ つ の 適 合 す る か さ 歯 車 ５ ４
を 用 い て ク レ ー ド ル を 揺 動 し 、 か さ 歯 車 の 一 方 は 駆 動 シ ャ フ ト ５ ０ の 端 部 に あ り 、 他 方 は
送 受 波 器 ク レ ー ド ル ４ ８ 上 に あ る 。 モ ー タ は 、 駆 動 シ ャ フ ト ５ ０ を 回 転 の １ つ の 方 向 に 、
次 に 、 他 の 方 向 に 交 互 に 駆 動 し 、 そ れ は 送 受 波 器 ク レ ー ド ル ４ ８ を １ つ の 方 向 に 、 次 に 、
他 の 方 向 に 交 互 に 揺 動 し 、 そ れ は 送 受 波 器 配 列 ４ ６ の 画 像 平 面 を プ ロ ー ブ の 遠 心 端 の 前 の
容 積 領 域 を 通 じ て 前 後 に 掃 引 す る 。 送 受 波 器 配 列 ４ ６ に よ っ て 得 ら れ る エ コ ー 信 号 は ビ ー
ム 形 成 さ れ 、 検 出 さ れ 、 且 つ 、 超 音 波 シ ス テ ム に よ っ て 、 プ ロ ー ブ に よ っ て 走 査 さ れ る 容
積 領 域 の 三 次 元 画 像 を 形 成 す る よ う に さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 超 音 波 エ ネ ル ギ ー は 空 気 を 効 率 的 に 通 過 し な い の で 、 配 列 送 受 波 器 ４ ６ は 、 超 音 波 を 伝
達 可 能 で あ り 、 水 の 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス と 近 似 す る 体 の 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス と 緊 密 に 適 合
す る 液 体 に よ っ て 取 り 囲 ま れ て い る 。 水 基 、 油 基 、 及 び 、 合 成 重 合 体 の 液 体 を 用 い 得 る 。
構 成 さ れ て い る 実 施 態 様 で は 、 シ リ コ ー ン 油 が 用 い ら れ て い る 。 本 発 明 の 原 理 に よ れ ば 、
少 量 の 液 体 の み が シ ャ フ ト ３ ２ 内 に 必 要 と さ れ る 。 何 故 な ら ば 、 液 体 の 重 量 は 、 シ ャ フ ト
の 全 体 的 な 重 量 に 著 し く 寄 与 し 得 る か ら で あ る 。 一 部 の 従 来 技 術 の プ ロ ー ブ で は 、 シ ャ フ
ト 全 体 が 液 体 で 充 填 さ れ 、 か な り の 重 量 を シ ャ フ ト に 加 え 、 ハ ン ド ル 及 び シ ャ フ ト の 重 心
が シ ャ フ ト 内 に 位 置 付 け さ せ て い る 。 他 の 従 来 技 術 の プ ロ ー ブ は 、 送 受 波 器 配 列 の 液 体 槽
の た め に 、 か な り 大 き な 液 体 の 弾 性 バ ッ ク を 使 用 し て い る 。 こ れ ら の 実 施 態 様 も 、 プ ロ ー
ブ の 重 心 を シ ャ フ ト 内 に 配 置 し 、 そ れ は プ ロ ー ブ を 不 格 好 に し 且 つ 容 易 に 操 作 す る こ と を
困 難 に し て い る 。 そ の よ う な 実 施 態 様 に お い て 用 い ら れ る 液 体 は 、 例 え ば 、 ５ ０ ｃ ｃ に 達
し 、 遠 心 端 で プ ロ ー ブ シ ャ フ ト に 重 量 を 加 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 原 理 に よ れ ば 、 送 受 波 器 配 列 の た め の 液 体 槽 の 大 部 分 は 、 送 受 波 器 取 付 組 立 体
４ ０ 内 に 収 容 さ れ る 。 送 受 波 器 取 付 組 立 体 ４ ０ の 背 面 ４ ２ の 後 方 に 位 置 す る 唯 一 の 液 体 は
（ 図 ２ を 参 照 ） 、 少 量 の 容 積 補 償 バ ル ー ン ４ ４ で あ る 。 構 成 さ れ て い る 実 施 態 様 に お い て
、 プ ロ ー ブ の シ ャ フ ト 内 に あ る 液 体 の 総 量 は ６ ． ３ ｃ ｃ で あ り 、 そ の ９ ５ ％ は 送 受 波 器 取
付 組 立 体 ４ ０ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 ０ ． ３ ｃ ｃ の 液 体 の み が 容 積 補 償 バ ル ー ン ４ ４ 内 に 収
容 さ れ 、 液 体 の 低 い 全 容 積 の 故 に 、 そ れ を 液 体 の 小 さ な 容 積 に 保 ち 得 る 。 構 成 さ れ て い る
実 施 態 様 に お い て 、 シ ャ フ ト ３ ２ の 長 さ は 、 ハ ン ド ル か ら 遠 位 端 ま で ７ ． ５ イ ン チ で あ っ
た （ 図 ２ 中 の 寸 法 Ａ ） 。 送 受 波 器 取 付 組 立 体 ４ ０ は 、 そ の 長 さ の 遠 位 １ ． ５ イ ン チ 内 に 収
容 さ れ て い る （ 図 ２ 中 の 寸 法 Ｂ ） 。 よ っ て 、 ６ ｃ ｃ の 液 体 の み が プ ロ ー ブ シ ャ フ ト ３ ２ の
前 方 半 体 内 に あ り 、 液 体 の ６ ． ３ ｃ ｃ の み が シ ャ フ ト 全 体 内 に あ る 。 液 体 の ９ ５ ％ は 、 プ
ロ ー ブ シ ャ フ ト の 遠 位 ２ ０ ％ 内 に あ る よ う 配 置 さ れ た 送 受 波 器 配 列 に 近 接 近 し て あ る 。 シ
ャ フ ト 内 に 極 く 少 量 の 液 体 が あ り 、 プ ロ ー ブ シ ャ フ ト の 前 方 半 体 内 に 極 く 少 量 の 液 体 が あ
り 、 且 つ 、 モ ー タ は ハ ン ド ル 内 に 位 置 す る 状 態 で 、 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル 及 び シ ャ フ ト の 重 心
６ ２ は 、 ハ ン ド ル ／ シ ャ フ ト 界 面 の 全 イ ン チ 後 方 で ハ ン ド ル 内 に 位 置 し て い る （ 図 ２ 中 の
寸 法 Ｃ ） 。 重 心 が ハ ン ド ル 内 に 位 置 す る 状 態 で 、 プ ロ ー ブ は 使 用 中 に 操 作 が よ り 容 易 で あ
り 且 つ よ り 快 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 シ ャ フ ト の 前 方 区 画 に お い て 必 要 な 少 量 の 流 体 に 加 え て 、 図 ３ 及 び ４ の 実 施 態 様 は 、 液
体 の 量 及 び プ ロ ー ブ シ ャ フ ト ３ ２ の 重 量 を 削 減 す る た め の 追 加 的 な 手 段 を 用 い て い る 。 駆
動 シ ャ フ ト ５ ０ 、 歯 車 ５ ４ 、 及 び 、 送 受 波 器 ク レ ー ド ル の た め の 旋 回 地 点 の よ う な 、 シ ャ
フ ト ３ ２ 内 の 重 要 な 摩 耗 面 の み が 、 ス テ ン レ ス 鋼 で 形 成 さ れ て い る 。 選 択 的 な フ ァ ス ナ 及
び フ ィ ッ テ ィ ン グ も ス テ ン レ ス 鋼 か ら 成 る 。 シ ャ フ ト 内 の 他 の 構 成 部 品 は 、 ス テ ン レ ス 鋼

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-530206 A 2007.11.1



の 密 度 よ り も 軽 い 密 度 を 備 え る よ り 軽 い 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 送 受 波 器 ク レ ー ド ル ４ ８
は 、 ３ つ の ピ ー ス の ア ル ミ ニ ウ ム で 形 成 さ れ 、 ク レ ー ド ル が 液 体 を 通 じ て 進 行 す る と き の
前 縁 で あ る 側 部 に テ ー パ が 付 け ら れ て い る 。 両 側 の テ ー パ は 、 ク レ ー ド ル を 液 体 を 通 じ て
よ り 少 な い 抵 抗 で よ り 一 層 容 易 に 移 動 さ せ る 。 送 受 波 器 配 列 及 び バ ッ キ ン グ の 後 方 の 空 間
は 中 空 で は な く 、 さ も な け れ ば 液 体 に よ っ て 占 め ら れ る で あ ろ う 容 積 を 置 換 す る よ う 充 填
さ れ 、 プ ロ ー ブ の 遠 心 端 に お い て 必 要 と さ れ る 液 体 を さ ら に 削 減 し て い る 。 送 受 波 器 取 付
組 立 体 ４ ０ の 主 要 本 体 も 、 絶 縁 管 ５ ２ と 同 様 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム か ら 成 る 。 容 積 補 償 バ ル ー
ン ４ ４ は 、 薄 い プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る 。 送 受 波 器 配 列 及 び そ の バ ッ キ ン グ は 、 圧 電 セ ラ ミ
ッ ク 及 び エ ポ キ シ の よ う な 目 的 に 一 般 的 に 用 い ら れ る 材 料 か ら 成 る 。 こ の 軽 量 材 料 の 使 用
は 、 プ ロ ー ブ シ ャ フ ト 及 び ハ ン ド ル を 含 む 本 発 明 の 構 成 さ れ た 実 施 態 様 が 、 ４ ０ ０ グ ラ ム
の 重 量 の 従 来 技 術 の プ ロ ー ブ に 比 べ 、 ２ ５ ０ グ ラ ム の 重 量 だ け で あ る こ と を 可 能 に す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の 典 型 的 な 腔 内 超 音 波 プ ロ ー ブ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 三 次 元 撮 像 の た め の 腔 内 プ ロ ー ブ を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の ３ Ｄ 腔 内 プ ロ ー ブ を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の ３ Ｄ 腔 内 プ ロ ー ブ の 先 端 組 立 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(6) JP 2007-530206 A 2007.11.1



【 図 ４ 】

(7) JP 2007-530206 A 2007.11.1



【 国 際 調 査 報 告 】
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